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特集 ・育英奨学事業

め
、
家
計
の
平
均
収
入
は

一
つ
の
指
標
に
過
ぎ
な
い
。
大
学
に
か
か

る
費
用
と
平
均
的
家
計
収
入
の
相
対
的
な
変
化
は
、
裕
福
な
家
庭

へ

の
影
響
を
誇
張
し
、
低
所
得
の
家
庭

へ
の
そ
れ
を
過
小
評
価
し
て
い

る
。給

付
奨
学
金
や
税
制
上
の
優
遇
措
置
な
ど
様
々
な
利
用
可
能
な
学

生
支
援
の
お
か
げ
で
、
学
生
と
そ
の
家
庭
が
支
払
う
純
然
た
る
費
用

は
、
公
表
価
格
の
授
業
料
等
納
付
金
か
ら
は
か
な
り
安
く
な
っ
て
い

る
。
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学
生

の
教
育
研
究
上

の
事
故
と
補
償
制
度
に

つ
い
て

財
団
法
人
日
本
国
際
教
育
支
援
協
会

一

事
業
の
移
管

大
学
等
関
係
者

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
す
で
に
ご
周
知
の

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
(財
)
内
外
学
生
セ
ン
タ
ー
が
こ
れ
ま
で
実

施
し
て
き
た
学
生
教
育
研
究
災
害
傷
害
保
険

・
学
研
災
付
帯
賠
償
責

任
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
の
た
び
の
関
係
法
人
の
統
合
再
編
に

よ
り
、
平
成

一
六
年
四
月

一
日
か
ら

(財
)
日
本
国
際
教
育
支
援
協

会

(旧

(財
)
日
本
国
際
教
育
協
会
)
に
移
管

・
継
承
さ
れ
ま
し
た
。

当
協
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
事
業
の
内
容
を
継
承
す
る
だ
け
で
な

く
、
今
後
も
保
険
制
度
の
改
善

・
拡
充
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

関
係

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
改
め
て
こ
の
事
業
に
対
し
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二

創
設
か
ら
現
在
ま
で

(学
生
教
育
研
究
災
害
傷
害
保
険
の
創
設

・
普
及
)

大
学
教
育
の
拡
充
に
伴
う
学
生
数
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
教
育
研

究
中
に
お
け
る
学
生
の
災
害
事
故
が
年
々
増
加
し
、
後
遺
障
害
や
死

亡
の
場
合
に
特
別
な
給
付
が
な
さ
れ
て
い
な
い
現
状
に
、
全
国
規
模

の
統

一
的
補
償
制
度
が
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
学
術
会
議
に

よ
る

「大
学
院
生
な
ど
無
給
研
究
者
の
研
究
災
害
補
償
制
度
の
確
立

等
に
つ
い
て
」
の
勧
告
、
国
立
大
学
協
会
に
よ
る

「正
課
中
に
お
け

る
学
生
の
災
害
事
故
対
策
に
つ
い
て
」
の
要
望
書
等
に
よ
り
、
当
時

の
文
部
省

(現
文
部
科
学
省
)
は
、
「学
生
の
教
育
研
究
災
害
補
償

制
度
に
関
す
る
調
査
研
究
会
」
を
設
置
し
、
各
大
学
に
お
け
る
災
害

事
故
の
実
態
調
査
及
び
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
実
施
し
て
、
そ
の
最
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終
報
告
を
も
と
に
、
昭
和
五

一
年
、

(財
)
内
外
学
生
セ
ン
タ
ー

(当
時

の

(財
)
学
徒
援
護
会
)
に
よ
る

「学
生
教
育
研
究
災
害
傷

害
保
険
」
(略
称

「学
研
災
」
)
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
傷
害
保
険
は
、
学
生
が
教
育
研
究
活
動
中
に
被

っ
た
災
害
に

対
し
て
必
要
な
給
付
を
行
い
、
大
学
の
教
育
研
究
活
動
の
充
実
に
資

す
る
こ
と
、
ま
た
、
互
助
共
済
制
度
で
あ
る
学
校
災
害
共
済
給
付
制

度
を
モ
デ
ル
に
低
廉
な
保
険
料
で
充
実
し
た
補
償
を
行
う
こ
と
を
目

的
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
創
設
以
来
、
学
生
が
安
心
し
て
大
学
生
活

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
補
償
内
容
の
拡
大
と
内
容
の
充

実

・
改
善
を
は
か
り
二
八
年
間
に
わ
た
り
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
平

成

一
五
年
度
に
お
い
て
は
、
全
国
の
大
学

・
短
大
の
九
五

・
一
%
に

あ
た
る

一
、

一
四
0
校

・
約
二
七
八
万
人
の
学
生
が
加
入
し
て
い
ま

す

(別
表
1
参
照
)。

(通
学
中
等
傷
害
危
険
担
保
特
約
の
新
設
)

保
険

の
内
容
充
実
に
つ
い
て
は
、
平
成
八
年
度
に
、
通
学
中
の
事

故
を
担
保
す
る

「通
学
中
等
傷
害
危
険
担
保
特
約
」
が
新
設
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
、
こ
の
特
約
に
は
、
学
生
教
育
研
究
災
害
傷
害
保
険
の

賛
助
会
員
校
の
内
、
九
七
九
校
が
加
入
し
、
会
員
校
の
八
五

・
九
%

を
占
め
て
い
ま
す
。
通
学
中
に
お
け
る
事
故
は
、
件
数
で
事
故
全
体

の
約

一
五
%
を
占
め
て
い
ま
す
。
保
険
金
支
払

い
額
に
お
い
て
は
、

総
額
の
三
三
%
を
占
め
、
全
体
の
三
分
の

一
に
な
り
ま
す
。
特
筆
す

べ
き
な
の
は
、
保
険
金
支
払

い
額
の
内
訳
は
、
後
遺
障
害

・
死
亡
に

よ
る
も
の
が
半
数
以
上
に
な
る
点
で
す
。
事
故

の
内
容
が
、
ほ
と
ん

ど
交
通
事
故
で
あ
る
こ
と
に
も

一
因
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今

後
も
、
登
下
校
中
の
学
生
が
い
つ
災
難
に
巻
き
込
ま
れ
、
悲
惨
な
状

況
に
陥
る
か
も
し
れ
な
い
状
況
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
キ

ャ
ン
パ
ス
間
が
遠
く
離
れ
て
い
る
場
合
や
、
実
習
に
行
く
途
中
等
も

交
通
事
故
は
懸
念
さ
れ
ま
す
。

通
学
中
等
傷
害
危
険
担
保
特
約
に
、
ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な

い
大

学
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご

一
考
を
お
願
い
す

る
次
第
で
す
。

(学
生
教
育
研
究
賠
償
責
任
保
険
等
の
創
設
)

次
に
、
平
成

一0
年
に
、
教
員
を
目
指
す
学
生

の
介
護
体
験
の
義
務

化
に
伴

い
、
文
部
省
か
ら
の
介
護
実
習
中
の
事
故
に
対
す
る
賠
償
責

任
保
険

の
創
設
の
要
請
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
推
進
等
に
よ
り
、

傷
害
保
険
と
は
別
に

「イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

・
介
護
体
験
活
動

・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
賠
償
責
任
保
険
」
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

の
補
償
対
象
範
囲
の
拡
大
に
伴

い
、
平
成

一
二
年
度
か
ら
、
「学
生
教

育
研
究
賠
償
責
任
保
険

(略
称

「学
研
賠
」
)」
と

「イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ

・
教
職
資
格
活
動
等
賠
償
責
任
保
険

(略
称

「イ
ン
タ
ー
ン
賠
」)」

に
な
り
、
平
成

一
四
年
度
か
ら
、
「医
学
生
教
育
研
究
賠
償
責
任
保
険

別表1学 生教育研究災害傷害保険の概況

(1)平 成15年 度学生教育研究災害傷害保険加入状況

【備考】

(1)学 校数において、学生募集停止中で在籍者 に本保険被保 険者がい ない学校は外 した。

(2)学 校数、賛助 会員校数 の大学院()内 の数は大学の内数 である。

(3)賛 助会員校数の大学、短大の()内 は、特約加盟校数 であ り、賛助会員校数の内数である。

(4)加 入率は、平成15年5月 の学校基本調査か ら抽出 した在籍者数(国 公私 の通信教育課程 は除

く)を 基 に算出。

(2)区 分別事故件数の状況

【備考】

(1)事 故件 数は、保 険金支払

い対象 となった件数である。

(2)区 分 については、

正課中……… 体育実技 中、理

科 系 の実験 ・実

習 中 、そ の他 の

正 課 中、 その他

(授業間 ・図書室

内)で の事故。

課外活動中……学校施設内課外

活 動 中お よび学

校 施設 外課外 活

動中での事故。
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(略
称

「医
学
賠
」
)」
が
新
設
さ
れ
、

現
在
の
三
つ
の
賠
償
責
任
保
険
と
な

り
ま
し
た
。
賠
償
責
任
保
険
は
、
傷

害
保
険
と
は
異
な
り
、
学
生
が
他
人

に
ケ
ガ
を
さ
せ
た
り
、
他
人
の
財
物

を
損
壊
し
た
こ
と
に
よ
り
被
る
法
律

上
の
損
害
賠
償
を
補
償
し
ま
す
。
こ

れ
ら
の
賠
償
責
任
保
険
は
、
総
称
し

て
、
「学
研
災
付
帯
賠
償
責
任
保
険
」

と
言
い
、
名
称
に
、
「付
帯
」
と
つ
い

て
い
る
よ
う
に
、
学
生
教
育
研
究
災

害
傷
害
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
と

こ
れ
ら
の
賠
償
責
任
保
険
に
は
、
加

入
で
き
ま
せ
ん
。
最
近
、
企
業
か
ら

賠
償
責
任
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い

と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ

が
で
き
な
い
と
の
申
し
入
れ
が
あ

り
、
学
生
か
ら
の
要
望
で
急
遽
、
正

課

・
学
校
行
事
と
し
て
位
置
付
け
て

賠
償
責
任
保
険
に
加
入
さ
れ
た
大
学

も
あ
る
よ
う
で
す
。

賠
償
責
任
保
険
の
補
償
で
目
立
つ
の
は
、
学
校
や
実
習
先
等

へ
の

往
復
中
で
の
事
故
で
す
。
特
に
平
成

一
五
年
度
中
の
往
復
中
の
事
故

は
、
学
生
が
自
転
車
に
乗

っ
て
い
て
、
停
車
中

の
車
に
ぶ
つ
か

っ
て

キ
ズ
を

つ
け
た
り
、
歩
行
者
と
ぶ
つ
か
っ
て
ケ
ガ
を
さ
せ
た
り
と
全

て
自
転
車
に
乗

っ
て
い
た
際
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
保
険

金
が
支
払
わ
れ
た
件
数
だ
け
で
も
二
七
件
で
す
か
ら
、
起
き
て
い
る

事
故
は
、
か
な
り
の
数
か
と
想
像
で
き
ま
す
。
ま
た
、
補
償
範
囲
か

ら
言
え
ば
、
「イ
ン
タ
ー
ン
賠
」
に
較

べ
る
と

「学
研
賠
」
は
、
補

償
対
象
が
か
な
り
広
が
り
ま
す
。
保
険
料
の
差
は
あ
る
も
の
の
、
日

常
通
学
す
る
頻
度
か
ら
い
え
ば
、
「学
研
賠
」

に
加
入
し
て
い
た
だ

く
ほ
う
が
安
心
で
き
る
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、

「医
学
賠
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
医
療
関
連
学
部

・
学
科
が
対
象
と
な
る
た
め
、
リ
ス
ク

を
考
慮
し
て
保
険
料
が
若
干
高
額
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
補
償
範
囲

に
つ
き
ま
し
て
は
、
医
療
関
連
実
習
を
含
む
ほ
か
は

「学
研
賠
」
と

同
様
と
な
り
ま
す

(詳
細
は
別
表
2
参
照
)。

平
成

一
五
年
度
の
学
研
災
付
帯
賠
償
責
任
保
険
の
加
入
に
つ
い
て

は
、
賛
助
会
員
校
中
、
九
四
二
校
が
賠
償
責
任
保
険
に
も
加
入
し
、

加
盟
率
は
、
八
二

・
六
%
に
な
り
ま
し
た
。

コ
ー
ス
別
で
は
、
「学

研
賠
」
が
約
六
五
%
を
占
め
、
「イ
ン
タ
ー
ン
賠
」
が
約
三
0
%
、

「医
学
賠
」
が
約
五
%
と

い
う
結
果
に
な

っ
て
い
ま
す
。
昨
年
支
払

っ
た
事
故
の
中
で
、
特
に
高
額
だ

っ
た
も
の
に
、
学
校
行
事
中
、
学

(3)事 故件数 ・支払保険金の状況別表2学 研賠 ・医学賠 とインターン賠 との違 い
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生
に
ケ
ガ
を
負
わ
せ
、
約

一
、
六
0
0
万
円
の
保
険
金
を
支
払

っ
た

例
が
あ
り
ま
す
。

一
学
生
が
高
額
な
賠
償
金
を
支
払
う
の
は
非
常
に

困
難
で
あ
り
、
ま
た
精
神
的
に
受
け
た
ダ
メ
ー
ジ
も
相
当
か
と
推
察

し
ま
す
が
、
私
共
の
制
度
が
補
償
に
生
か
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

三

全
員
加
入
に
つ
い
て

前
文

で
ご
紹
介
し
た
と
お
り
、
学
生
教
育
研
究
災
害
傷
害
保
険
に

は
、
ほ
と
ん
ど
の
大
学
が
ご
加
入
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
在
籍

す
る
全

て
の
学
生
が
被
保
険
者
で
あ
る
、
全
員
加
入

(注
)
の
大
学

の

割
合
は
、
私
立
大
学
に
お
い
て
は
、
九
五

・
一
%
を
超
え
て
い
る
の

に
対
し
、
国
立
大
学
に
お
い
て
は
、
二

一
・
八
%
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

国
立
大
学
の
学
生
の
保
険
加
入
率
は
、
私
立
大
学
に
比
し
、
な
お

低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
国
立
大
学
院
生
の
保
険
加
入
率
に
お
い

て
は
、
統
計
上
、
五
五

・
四
%
に
と
ど
ま

っ
て
い
ま
す
。
学
部
生
よ

り
も
大
学
に
い
る
時
間
が
長
く
、
高
度
な
実
験

・
広
範
囲
な
実
習
を

行

っ
て
い
る
大
学
院
生
が
、
二
人
に

一
人
し
か
加
入
し
て
い
な
い
の

は
、
少
し
心
配
で
す
。

例
え
ば
、
大
学
が
学
生
に
任
意
加
入
さ
せ
て
い
て
、
学
校
か
ら
バ

ス
に
乗

り
実
習
活
動
先
に
行
く
途
中
で
事
故
に
あ

っ
た
よ
う
な
場

合
、
保
険
に
加
入
を
し
て
い
た
A
君
は
補
償
さ
れ
る
の
に
、
隣
に
座

っ
て
い
た
B
君
は
未
加
入
で
あ

っ
た
た
め
、
何

の
補
償
も
な
か

っ
た

…
…
と
い
う
こ
と
は
十
分
起
こ
り
え
ま
す
。
大
学
は
、
保
険

の
加

入

・
未
加
入
に
つ
い
て
、
学
生
側
の
判
断
に
任
せ
て
い
て
も
、
保
護

者
か
ら
は
、
も

っ
と
強
く
加
入
を
す
す
め
て
欲
し
か

っ
た
、
加
入
の

方
法
が
わ
か
ら
な
か

っ
た
等
、
事
が
起
こ
っ
て
か
ら
不
平
不
満
の
矢

面
に
た
た
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
大
学
と
い
う
管
理
責
任

の
あ
る
立
場
に
お
い
て
、
大
学
の
方
針
と
し
て
全
員
加
入
の
手
続
き

を
と

っ
て
い
れ
ば
、
学
生
に
対
す
る
補
償
の
不
平
等
さ
は
な
く
な
り
、

責
任
の

一
端
は
果
た
せ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
特
に
国
立
大
学
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
法
人
と
し
て
の
独
自
性
を
発
展
さ
せ
て
い
く
上
で
、

学
生
に
対
す
る
福
利
厚
生
面
の
P
R
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
こ
の
保
険

に
全
員
加
入
を
し
て
万
が

一
に
備
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま

す
。
ま
た
、
事
務
的
な
面
か
ら
も
、
全
員
加
入
で
あ
れ
ば
、
保
険
の

始
期
が
四
月

一
日
か
ら
開
始
さ
れ
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
、
加
入
者

名
簿
の
作
成
等
の
煩
わ
し
さ
か
ら
も
解
放
さ
れ
、
四
月
早
々
に
事
故

に
あ

っ
た
学
生
の
加
入
確
認
も
不
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
学
研
災
付
帯
賠
償
責
任
保
険
に
つ
き
ま
し
て
も
、
同
様
に

全
員
加
入
の
ご
検
討
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
傷
害
保
険
は
学
生
自

身
の
ケ
ガ
が
対
象
で
す
が
、
賠
償
責
任
保
険
は
相
手
の
あ
る
こ
と
で

す
。
学
生
が
加
害
者
と
な
り
ま
す
か
ら
、
別
の
意
味
で
そ
の
背
負

っ

て
し
ま
う
も
の
の
重
さ
を
考
え
、
で
き
る
だ
け
の
手
段
を
講
じ
て
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
同
事
故
に
お
い
て
、
複
数
の
学

生
が
共
同
し
て
賠
償
責
任
を
負

っ
た
場
合
、
補
償
さ
れ
る
者
と
さ
れ

な
い
者
の
差
異
が
な
い
よ
う
に
対
処
で
き
、
大
学
と
し
て

一
定
の
補

償
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
統

一
的
な
被
害
者
対
応
が
で
き
ま
す
。

前
文
の
事
故
事
例
で
ご
紹
介

い
た
し
ま
し
た
が
、
人
に
ケ
ガ
を
負
わ

せ
る
と

一
生
償

っ
て
も
支
払
い
が
で
き
な

い
よ
う
な
高
額
の
賠
償
金

額
が
請
求
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

い
ず
れ
の
保
険
に
つ
い
て
も
、
本
制
度
の
趣
旨
と
、
大
学

・
学
生

の
皆
様

の
メ
リ
ッ
ト
を
ふ
ま
え
、
全
員
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

も
と
よ
り
、
学
生
の
教
育
研
究
活
動
に
伴
う
事
故
は
、
発
生
し
な

い
に
こ
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
当
協
会
の
提
供
す

る
事
故

の
種
類
、
件
数
等

の
動
向
の
資
料
や
他
大
学
で
の
取
組
な
ど

も
参
考
に
し
な
が
ら
、
各
大
学
が
事
故
防
止
対
策
の
充
実
改
善
に
努

め
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
後
と
も
保
険
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
改
善

・
拡
充
の
た
め
努

力
す
る
所
存
で
お
り
ま
す
の
で
大
学
等
関
係
者
の
皆
様
の
ご
意
見
、

ご
要
望
等
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

(注
)
全
員
加
入
と
は
、
学
部

・
学
年
単
位
で
在
籍
学
生
数
に
基
づ
き
、

大
学
が

一
括
で
学
生
の
保
険
料
分
担
金
を
納
入
す
る
加
入
形
態
で
す
。

【お
問
い
合
わ
せ
先
】

財
団
法
人

日
本
国
際
教
育
支
援
協
会

事
業
部
共
済
課

T
E
L

0
三
-
五
四
五
四
-
五
二
七
五

F
A
X

0
三
-
五
四
五
四
-
五
二
三
二

U
R
L
 
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
e
e
s
.
o
r
.
j
p

E
メ
ー
ル
m
u
t
u
a
l
-
p
r
@
j
e
s
s
.
o
r
.
j
p


